
７
時
30
分
に
少
し
遅
れ
て
三
河

豊
田
駅
前
の
宣
伝
行
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

全
労
連
の
秋
山
議
長
、
共
産
党

の
本
村
議
員
と
挨
拶
が
続
き
ま
す
。

物
価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
を
何
と

し
て
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
、
安
心

し
て
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
に

は
、
末
端
の
下
請
け
企
業
ま
で
し
っ

か
り
と
し
た
賃
上
げ
が
行
き
届
く

よ
う
に
、
労
務
費
の
価
格
転
嫁
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
私
も
マ
イ
ク

を
持
ち
、
「
ト
ヨ
タ
が
行
っ
て
い

る
よ
う
な
政
治
献
金
は
、
社
会
貢

献
と
は
言
い
つ
つ
も
、
実
質
的
に

は

『
口
利
き
料
』
で
は
な
い
か
、

分
相
応
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宣
伝
行
動
は
、
名
古

屋
駅
前
か
ら
西
柳
公
園
の
集
会
へ

と
続
き
ま
し
た
。
集
会
で
は
様
々

な
労
働
組
合
か
ら
の
テ
ン
ポ
の
良

い
リ
レ
ー
・
ト
ー
ク
で
気
分
を
盛

り
上
げ
、
デ
モ
行
進
へ
と
進
み
ま

し
た
。
全
国
一
般
は
後
半
組
で
、

も
う
少
し
元
気
よ
く
コ
ー
ル
を
し

た
方
が
良
か
っ
た
か
な
。
大
幅
賃

上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
元
気
よ

く
春
闘
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
駅
前
集
会
に
は
千
葉
県
、

長
野
県
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富

山
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
・
三
重

県
・
岐
阜
県
か
ら
も
参
加
し
、
集

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
記

地
本
書
記
長
）

＝

愛
労
連
第
71
回
臨
時
大
会＝

愛
労
連
は
１
月
26
日(

日)

、
刈

谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
第
71

回
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
全
国
一

般
か
ら
は
代
議
員
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
全
体
の
代
議
員
・
特
別

代
議
員
１
０
３
人
、
幹
事
な
ど
含

め
１
５
１
人
の
参
加
で
し
た
。

議
長
団
に
、
年
金
者
組
合
の
山

森
さ
ん
、
名
中
セ
ン
タ
ー
の
前
田

さ
ん
を
選
出
。
発
言
は
賃
金
闘
争

と
ス
ト
ラ
イ
キ
、
公
共
の
再
生
、

憲
法
・
平
和
、
対
話
と
学
び
合
い
、

組
織
拡
大
、
単
産
・
地
域
の
課
題

と
と
り
く
み
な
ど
27
本
。
25
春
闘

方
針
案
「
賃
金
要
求
は
月
３
万
２

１
０
０
円
以
上
・
時
給
２
０
０
円

以
上
（
10
％
以
上
）
」
と
闘
争
宣

言
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。西

尾
議
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
①

本
大
会
で
フ
ジ
テ
レ
ビ
労
働
組
合
・

民
法
労
連
の
み
な
さ
ん
に
連
帯
す

る
特
別
決
議
の
提
案
、
②
大
幅
賃

上
げ
・
底
上
げ
、
年
金
の
引
き
上

げ
、
③
戦
後
・
被
爆8

0

年
、
戦
争

の
な
い
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
つ

く
る
と
り
く
み
の
３
点
を
強
調
、

「
国
会
の
景
色
が
変
わ
っ
た
。
対

話
と
学
び
あ
い
を
通
じ
て
、
声
を

上
げ
、
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

竹
内
事
務
局
長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
い
、
情
勢
で
は
グ
ラ
フ
も

示
し
な
が
ら
国
民
春
闘
方
針
案
を
、

佐
賀
事
務
局
次
長
が
会
計
に
関
す

る
議
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

臨
時
大
会
で
は
、
「
フ
ジ
テ
レ

ビ
労
働
組
合
と
日
本
民
間
放
送
労

働
組
合
連
合
会
（
略
称
：
民
法
労

連
）
の
み
な
さ
ん
に
連
帯
し
ま
す
」

と
す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
、
参

加
者
全
員
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
（
写
真
次
頁
）
。
決
議
文
は
「
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私
た
ち
愛
労
連
は
、
困
難
と
果

敢
に
立
ち
向
か
う
み
な
さ
ん
と

強
く
固
く
連
帯
し
ま
す
。
そ
し

て
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
の
尊
重
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
全

力
で
と
り
く
み
、
あ
ら
ゆ
る
立

場
の
人
の
尊
厳
が
保
障
さ
れ
る

職
場
と
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
」

と
結
ん
で
い
ま
す
。

（
愛
労
連
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
転
載
）

日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
の
争
議
（
工

場
閉
鎖
・
全
員
解
雇
）
は
６
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
司
法
の
場
で
争
わ
れ

た
“
地
位
確
認
”
の
闘
い
は
最
高
裁

の
不
当
な
上
告
棄
却
で
終
結
し
ま
し

た
が
、
東
京
都
労
働
委
員
会
で
は
、

会
社
解
散
に
伴
う
退
職
諸
条
件
の
組

合
間
差
別
と
地
裁
仮
処
分
命
令
以
降

に
は
団
交
を
打
ち
切
り
を
宣
言
し
て

団
交
拒
否
を
し
て
き
た
こ
と
が
争
点

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
去
る

２
月
６
日
（
木
）
に
証
人
尋
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

証
人
尋
問
で
は
組
合
側
か
ら
２
名

（
東
中
中
央
執
行
委
員
長
と
煤
本
愛

知
地
本
委
員
長
）
が
証
言
。
会
社
側

が
和
解
団
体
交
渉
の
中
で
提
示
し
た

二
次
に
わ
た
る
回
答
案
に
つ
い
て
、

「
第
一
次
回
答
に
お
け
る
第
二
組
合

と
の
差
別
性
」
「
第
一
次
回
答
か
ら

第
二
組
合
と
の
差
別
分
を
上
乗
せ
し

た
第
二
次
回
答
を
会
社
側
自
ら
が
撤

回
し
、
団
体
交
渉
拒
否
を
続
け
て
い

る
こ
と
」
を
中
心
に
、
会
社
の
行
為

が
組
合
弱
体
化
を
狙
っ
た
差
別
と
支

配
介
入
（
不
当
労
働
）
で
あ
る
こ
と

を
証
言
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
第

二
次
回
答
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た

和
解
交
渉
の
席
に
着
く
こ
と
も
含
め

会
社
に
迫
り
ま
し
た
。

反
対
尋
問
で
会
社
は
「
組
合
側
が

和
解
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
ら

団
体
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
」
と
の
立

場
で
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
組
合
側
は
、
団
体
交
渉
の
反

訳
も
示
し
な
が
ら
、
会
社
側
が
（
裁

判
の
不
当
判
決
を
背
景
に
）
一
方
的

に
団
体
交
渉
打
ち
切
っ
た
こ
と
を
事

実
に
則
し
て
証
言
し
ま
し
た
。

次
回
都
労
委
は
３
月
21
日
（
金
）

と
決
ま
り
ま
し
た
。

証
人
尋
問
終
了
後
の
集
会
で
代
理

人
弁
護
士
は
「
証
人
尋
問
を
通
じ
て

会
社
側
が
行
っ
た
差
別
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
。
次
回
以
降
、
当
時
の

会
社
の
内
情
を
最
も
知
る
立
場
に
あ
っ

た
日
本
ア
ク
リ
ル
化
学
元
社
長
の
証

人
尋
問
を
求
め
て
い
く
」
と
し
た
上

で
、
「
団
体
交
渉
に
お
い
て
会
社
側

が
一
度
示
し
た
解
決
案
を
会
社
自
身

が
全
面
撤
回
す
る
こ
と
は
信
義
則
違

反
で
あ
り
、
第
二
組
合
と
全
国
一
般

愛
知
地
本
ア
ク
リ
ル
支
部
の
間
に
あ

る
差
別
は
全
く
解
消
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
だ
」
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
東
中
委
員
長
、
煤
本
委
員

長
か
ら
、
全
国
か
ら
の
熱
い
傍
聴
支

援
へ
の
お
礼
と
引
き
続
き
頑
張
る
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
（
下
写
真
）

当
日
は
愛
知
県
か
ら
、
わ
た
し
た

ち
愛
知
地
本
９
名
、
愛
労
連
２
名

の
11
名
が
上
京
し
ま
し
た
。
因
み
に

全
体
の
参
加
者
数
は
東
京
、
大
阪
を

始
め
９
県
か
ら
50
名
を
数
え
ま
し
た
。

審
問
室
に
入
り
き
ら
な
か
っ
た
傍
聴

者
に
は
、
モ
ニ
タ
で
審
問
の
生
中
継

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
別
室
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

（
記

執
行
部
）
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■

今
後
の
予
定

■

３
月
12
日
（
水
）
統
一
回
答
指
定
日

３
月
13
日
（
木
）
ナ
ト
コ
春
闘
で
会
社

へ
の
要
請
行
動

３
月
21
日
（
金
）
ア
ク
リ
ル
都
労
委

４
月
26
日
（
土
）
あ
つ
た
支
部
大
会

編
集
後
記

都
労
委
は
都
庁
舎
の
38
階
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
階
ロ
ビ
ー
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
へ
乗
る
に
は
、
入
室
チ
ェ
ッ
ク
を
機

械
で
行
い
、
発
行
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
搭
乗
し
ま
し
た
。

（
Ｕ
）

都労委証人尋問
２月６日：全国から５０名の参加！

日本アクリル支部争議

決意表明する煤本委員長


